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TOTO 酒造りプロジェクト開催！ 

 １１月２４日(木)、盛岡信用金庫と地権
者、紫波町、紫波みらい研究所は、「紫波企
業の森」の協定を締結しました。活動場所は、
ラ・フランス温泉館西側の山林約４，５ヘクタ
ールの民有林。地権者は１５人。協定期間は、
平成３９年３月３１日までの１５年間。作業は
年１回で、下草刈り、伐採木運びを行います。
作業道整備や伐採などは森林組合や地域
住民が行う予定です。 
盛岡信用金庫は、昨年度、町と本研究所

がラ・フランス温泉館に導入した再生可能エ
ネルギーの導入にも関わっていますが、今回、
企業の森活動で出る伐採木を来年度から同
温泉館で稼働するチップボイラーの燃料として
提供する予定でもあり、さらなる社会貢献活
動に意欲を燃やしています。また、地権者は、
山の手入れが行き届かなくなっていた場所を
提供し、一緒に活動することにより、紫波の
山を良くしていきたいと抱負を語りました。 
 

企業の森の看板を前に記念撮影する皆さん！ 

企業の森 盛岡信用金庫と地権者協定締結式！ 

 １２月１０日(土)、TOTO 東北販売㈱による
「TOTO 酒造りプロジェクト」酒仕込み体験が、
廣田酒造で開催されました。仙台、秋田や盛
岡から２４人の参加がありました。 
５月２１日に長岡の阿部さんの田んぼをお

借りして、田植え。１０月８日に稲刈りを行い、
酒米「吟ぎんが」を収穫。今回は、酒仕込みの
仲仕込みに挑戦。まず、洗米ですが、冷たい
水で糠を２分間洗い流さなければならないた
め、手や腕が紫に変色。その後、硬めに蒸しあ
がった酒米と麹菌を混ぜ合わせる作業では、
手の平や腰、腕の痛さを訴える人も。種麹に
は今年はじめて作られた「黎明平泉」、酵母は
「ゆうこの想い」です。酒母の入ったタンクに入
れ混ぜ合わせて終了です。お疲れさまでした。 

町は、活動の指導・助言、同研究所は活動
の企画・支援を行っていきます。 
 

でき上がったお酒 1,000 本は、オリジナルラ
ベル（TOTO 東北販売㈱デザイン）の瓶に詰
め、社員や取引先に配られる予定です。 

酒米と麹菌を混ぜ合わせる皆さん 

※ 盛岡信用金庫との協定締結により、「紫
波企業の森づくり」実施企業は、６社となり
ました。ありがとうございます。 



 
  
  
 

種類 容器代 月/日 数量 金額 

ペットボトル 
１リットル以上 ４７円       円 

１リットル未満 ３０円      

紙パック １リットルℓ入 １０円    

食品トレイ 
無地    ４円    

柄付 １６円    

カップラーメン ４０円    

カップうどん ６０円    

アルミ、スチール缶 ２８円    

卵パック  ６円    

紙コップ  ６円    

レジ袋  ３円    

合計    

        （資料提供：環境省、地球とともに歩く会） 

  
 
 
 
  
 
   
 

 
 
  
  
 

 
 
 
  
 

容器の値段をチェックしてみませんか？ 
 私たちは、買い物をするたびに、知らず知らずのうちに、すぐにごみになってしまう容器代を支
払っています。国の容器包装リサイクル法が施行され、紫波町では資源ごみとして回収され
ているものもありますが、たぶん、カップラーメンの空き容器などは燃えるごみに入れているのでは
ないでしょうか。商品としては当然発生する容器代、ちょこっと注目してください。 
 次の表をご覧ください。 

「わかしお」石けんを使ってみませんか？！ 

 各メーカーの平均値でしょうが、思っていた以上の金額でした。メーカーのサービスではなく価
格に反映されているということですね。ペットボトルやアルミ缶などはリサイクルしているからと
安心せず、まず買う前に３R のリデュース（ごみの発生抑制）を心がけるようにしましょう。例え
ば、飲み物は家から水筒に入れて持参したり、レジ袋は断ってマイバッグを使ったりしましょう。
だいたいの目安ですが、１か月でどれくらいの容器代がかかっているか計算してみてはいかがで
しょうか。ちょこっと環境のこと考えるきっかけづくりにお役立てください。 

 紫波町は、環境を良くしていく「循環型まち
づくり」のひとつとして、水環境の保全に取り
組んでいます。その一環として、水環境に優し
い天然油脂を原料にした「わかしお」石けんの
普及活動をスタートしました。この石けんは、岩
手県漁業協同組合連合会(県漁連)が海辺
の環境保全と新鮮・安全・安心な水産物を
生産するため利用し、普及活動も活発に行わ
れています。紫波町でも水を汚さない県漁連の
取り組みを応援するため、公共施設などの手
洗い石けんを「わかしお」石けんに換えました。
紫波みらい研究所でも子どもたちを対象とし
た天然油脂原料の石けん(純石けん)づくり教 
室を通じて、水を汚さない「わかしお」石けんの 

普及に務めております。 
 「わかしお」石けんは、紫波中央駅前の「紫あ
波せ本舗」で販売しており、粉石けん、台所・
洗濯石けん（詰め替えもあり）などの商品を取
り揃えています。詳しい使い方を知りたい方は、
本舗隣の紫波みらい研究所までお問い合わせ
ください。 


